
予定 

二
月 

 

・
二
十
二
日 

い
き
い
き
発
表
会 

・
二
十
五
日 

 
 

「
感
謝
の
集
い
」 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
笑美の里  担当 嶋 明彦 
        TEL 059-272-8800 

介護福祉士 
ヘルパー２級 
介護補助職員 

 
                    

 

開
催
日
時 

 

平
成
十
九
年
二
月
二
十
五
日 

 
 

    

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
三
時
三
十
分 

 
 

講
演
『
あ
な
た
の
骨
は
大
丈
夫
？
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社
会
福
祉
法
人
明
光
会
理
事
長 

 
 
 
 
 
 
 

東  
 

明
彦 

(
整
形
外
科
医) 

実
技
『
い
き
い
き
体
操
』 

 
 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
主
任 

 
 

  
 

赤
堀 

嘉
胤 

 

 
 

 
 

 

連
続
掲
載 
第
二
十
六
回 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

地
域
福
祉
っ
て
何
？ 

防
災
偏 

ほ
ん
ま
も
ん
地
域
福
祉
た
よ
り 

 

平
成
十
九
年
二
月
（
通
巻
三
十
四
号
）  

社
会
福
祉
法
人
明
光
会 

ほ
ん
ま
も
ん
地
域
福
祉
委
員
会 

石
見 

彰
教 

 

「
地
域
福
祉
」
（
医
療
・
福
祉
・
教
育
・
防
災
な
ど
）
を
推
進
す

る
に
あ
た
っ
て
は
「
地
域
力
」
を
高
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

「
友
交
会
」
「
え
み
寺
子
屋
」
の
活
動
も
「
地
域
力
」
を

高
め
る
要
因
を
担
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
「
友
交
会
」
「
え
み
寺
子

屋
」
合
わ
せ
て
四
十
一
回
、
延
べ
四
百
八
人
の
方
に
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。
参
加
者
を
地
域
別
に
見
て
も
美
杉
町
全
域
か
ら
来
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
方
々
が
施
設
行
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
で
の
参
加
を
含
め
る
と
述
べ
六
百
人
以
上
の
方
々
が
当
法

人
を
中
心
と
し
て
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に

当
法
人
は
常
に
社
会
福
祉
法
人
の
使
命
を
果
た
す
べ
く
努
力
し
て

お
り
ま
す
。 

平
成
十
九
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
「
友
交
会
」
へ
の
支
援
を
い
っ

そ
う
強
化
す
る
と
と
も
に
「
え
み
寺
子
屋
」
や
施
設
行
事
等
を
通
じ

て
「
地
域
力
」
を
高
め
て
い
く
こ
と
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

平
素
は
法
人
運
営
に
対
し
格
別
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
、
賜
り
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

平
成
十
七
年
は
延
べ
二
百
名
、
昨
年
は
述
べ
二
百

二
十
名
の
方
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ご
支
援
い

た
だ
き
、
第
一
回
「
感
謝
の
集
い
」
に
は
八
十
五
名

の
方
が
参
加
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
年
も
昨
年
一

年
間
ご
支
援
い
た
だ
い
た
皆
様
に
「
感
謝
」
の
気
持

ち
を
込
め
た
第
二
回
『
感
謝
の
集
い
』
を
開
催
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

今
年
は
「
健
康
と
生
活
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
や
実

技
を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。
関
係
者
の
皆
様
方
へ
は

ご
案
内
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
是
非

ご
参
加
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

三
月 

 

・
八
日 

 
 
 

清
掃
・
環
境
整
備(

友
交
会) 

・
二
十
二
日 

 
 

清
掃
・
環
境
整
備(

友
交
会) 

・
二
十
八
日 

 
 

JA
女
性
部
と
の
交
流
会 

・
二
十
九
日 

友
交
会
総
会 

体験対象者 要介護認定を受けている方(申請中の方) 
      家族の方 
体験利用日 随時 
内容    体験・見学・相談 
料金    無料(但し、昼食・おやつ代 500 円実費徴収) 
 
【申し込み・問い合わせ】 
   電話 059-272-8800 デイサービス主任 赤堀 

介
護
者
教
室(

H18) 



 
  
 
 
 

  

 

 

第６巻 第１１号 （通巻７１号） 
平成１９年２月１０日発行 

社会福祉法人 明光会 
特別養護老人ホーム 笑美の里 

栄養課 高瀬 知佳・富田 智子 

 
 
①  ２月 ３日  節分の日 
②  ２月１６日  選択食 
            (味噌カツ or 白身魚フライ) 
         入居者の方に事前に選んでいただきます。 
③  ２月２２日  いきいき発表会 
④  ２月２５日  第２回「感謝の集い」 
 

※１月に引き続き、２月も献立の変更があります。 
（生もの、おやつ類、パン） 

 
『えみ喫茶』 

         はじめました 
 
 

 
毎週月・火・水（１３：３０～１５：００） 

 
 
 
 
・巻き寿司                       

・鰯の生姜煮   
・カニ酢     
・茶碗蒸し 
・いちご、福豆 

 
【巻き寿司の由来】について 
・巻き寿司を使う理由は、「福を巻き込む」 
・まるごと食べるのは、 「縁をきらないため」 
「恵方巻き」として、今年の方角「北北西」を向い

て丸かぶりをした方もみえました。 

今月のいちおし食 

巻き寿司 

今年の冬は暖かく過ごしやすい半面、感染症などの流行による辛い冬でも

あります。立春前の節分は他の３節分よりとても重要とされています。厳しく

長い冬を乗り越えた後の喜びの表れではないでしょうか。節分といえば豆ま

き、豆まきといえば「大豆」です。大豆は畑のお肉といわれるほど栄養が豊

富です。入居者の方も無病息災を願って豆まきをされ、その後しっかりと食べ

ていただきました。 
大豆はいろいろな加工食品(醤油、豆腐、味噌、納豆など)が有ります。 

皆さんも上手に日頃の生活に取り入れ、日常の健康管理に役立てましょう。 

 今年の冬は、今のところ比較的おだやかで、風邪やインフルエンザの流行もあまり耳にすることは

ありません。ただ、乾燥しやすい時期ですので感染症のリスクは高いといえます。免疫力（自

分の体を自分で守る力）を高めて、風邪などの感染症に負けない体作りをしましょう。 

 
 
・十分な栄養をとる 
・楽しい食事でストレス解消 

→副交感神経の活性化 
・適度な運動で消化管の刺激 
・植物性食品・発酵食品を取り入れる 

 
 
・抗酸化作用・・牡蠣、たら、ぶり、肉類 
・粘膜強化・・・春菊、キャベツ、大豆、水菜 
        かぶ、ねぎ 
・消化管刺激・・玄米 
・腸内活性化・・納豆 

旬のもの

が 一番 

【メニュー】 
コーヒー・紅茶・緑茶 

 


